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背景および目的と結論

異なる発揮筋力を目標とした素早い力発揮における発揮筋力
（Peak Force）とRate of Force Development（RFD）との間には、
有意な相関関係が認められる（右図Ｄ）。この相関関係の一次方
程式の「傾き」は、RFD-Scaling factor（RFD-SF）と呼ばれてい
る（右図の赤丸の数式）。
このRFD-SFは低強度から高強度まで幅広い力発揮強度全体の素

早い力発揮能力を評価するものである事から、特定の力発揮強度
での素早い力発揮能力の評価として使えるか否かは不明である。
スポーツ競技では、最大筋力発揮時だけでなく最大下の筋力発

揮においても、素早く力発揮する能力が重要となることから、最
大下での特定の力発揮強度における素早い力発揮能力の評価の必
要性は高い。

方 法

結果

• 被検者（８名）に、最大筋力の30％、50%、70％を目標とした出来るだけ素早
い握力発揮を右手で30回ずつ実施した。

• 各目標筋力で１０回を１セットし、３セットずつランダムに実施した。
• 試技は立位で発揮筋力が確認できるようにモニターの前で実施した。

• 各試技での発揮筋力
• 各試技での発揮筋力と目標筋力との誤差
• 各試技での最大RFD
• 各目標筋力での発揮筋力とRFDの相関係数（N＝30）
• 各目標筋力での３０回試技の変動係数

The rate of force development scaling factor (RFD-SF): protocol, reliability, and 
muscle comparisons. Bellumori et al. 2011. Exp Brain Res

RFD-SF

【目的】RFD-SFが特定の力発揮強度における素早い力発揮能力の評価指標になるかにつ
いて明らかにすることである。

【考察と結論】各目標筋力において、発揮された筋力と
RFDとの相関関係は0.7程度で先行研究で報告されている相
関係数（0.9程度）と比較すると低いものであった。
これらのことから、今回の実験条件においてRFD-SF算

出方法と同様の手法で特定の力発揮強度での素早い力発揮
能力の評価は困難であると示唆される。
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• 目標筋力に対する発揮筋力の誤差はどの目標筋力においても約3％程度であった（図１）。
• 30回実施した際の変動係数は、平均で30％で12.6％、50％で8.37％、70％で5.81％であった（図２）。
• 発揮された筋力とRFDとの相関係数は、平均で30％で0.75、50％で0.50、70％で0.51であった（図３）。

異なる目標筋力における発揮筋力とRFDとの関係の一例
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図２．変動係数
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図３．相関係数


